
味
を
別
様
に
解
回
し
て
み
る
の
で
、
即
製
者
の
名
を
曲
げ
る
の
に

差
を
生
じ
た
の
で
あ
る
Q
此
等
諸
氏
の
外
に
直
接
關
凝
し
な
い
が

墨
田
制
定
に
大
な
る
影
響
を
輿
へ
た
の
は
編
澤
論
吉
で
あ
る
こ
ミ

は
衆
論
が
一
致
し
て
み
る
、
書
田
熊
次
博
士
も
「
明
治
大
正
の
文

化
」
（
太
陽
櫓
刊
）
の
中
で

　
加
之
、
輻
澤
落
懸
氏
の
慶
慮
義
塾
は
夙
に
英
米
の
文
化
を
落
入

し
？
あ
っ
た
が
、
文
部
雀
驕
係
方
颪
起
は
大
な
る
勢
力
葱
持

　
つ
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
，
墨
鰯
に
基
く
新
敏
育
に
は
其
の
影

　
郷
響
が
多
か
っ
た
の
で
藁
の
る
。

ミ
説
い
て
居
ら
れ
る
、
現
に
慶
癒
義
塾
出
身
の
交
部
省
役
人
や
徴

員
が
可
な
り
多
か
っ
た
。
石
黒
忠
惑
虎
の
如
き
は
平
時
「
三
田
の

文
部
省
」
噸
こ
い
ふ
語
を
用
ひ
て
憤
慨
さ
れ
た
ε
い
ふ
逸
話
さ
へ
傳

っ
て
み
る
（
教
育
五
十
年
史
）
。
編
澤
の
田
憲
藁
響
織
込
ま
れ
て
ゐ
垂

は
信
じ
て
よ
い
。
然
ら
ば
堅
靱
の
内
容
ミ
思
想
ざ
は
き
う
で
あ
ら

う
か
。
　
（
以
下
次
號
）

宋
代
の
太
學
生
生
活
却

宮

奇

市

t－L．

疋

（97）

　
内
容
i
－
…
一
、
宋
代
太
墨
の
製
革
一
ご
、
三
舎
の
法
一
三
、
試
験
…

　
品
隊
｝
誌
一
雛
回
、
細
欝
・
曾
一
五
、
穫
認
伐
騒
…
畠
田
－
一
i
山
ハ
、
風
》
規

　
　
　
　
幽
　
亭
亭
太
學
の
漕
革

　
支
那
で
は
唐
よ
り
宋
へ
移
る
聞
に
う
就
會
の
各
方
両
に
種
々
の

鍵
動
が
起
り
、
進
歩
も
し
た
。
累
代
は
野
営
史
上
で
は
漢
唐
罰
話

　
　
　
　
朱
代
の
太
學
生
生
活
（
上
）
　
（
宮
崎
）

の
學
か
ら
喘
憂
し
て
、
性
理
の
學
が
嚢
生
し
た
時
代
で
あ
る
。
同

じ
潮
流
が
儒
激
の
實
際
的
方
面
に
も
現
れ
で
，
教
育
史
上
に
も
特

色
あ
る
縫
代
相
を
呈
し
て
み
る
。
太
聖
な
る
も
の
も
右
く
か
ら
あ

．
る
が
、
其
制
度
が
完
備
し
、
今
日
吾
人
の
考
へ
る
學
校
な
る
も
の

ミ
翻
り
蓮
は
ぬ
も
の
が
出
來
た
の
も
此
時
代
で
あ
る
．
、

　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
一
線
　
　
　
　
・
九
七



　
　
　
　
宋
代
の
太
墨
生
癒
活
（
上
）
　
（
宮
崎
）

　
尤
も
宋
も
初
か
ら
立
派
な
太
學
が
存
属
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

國
初
に
は
五
代
紛
鍮
の
後
を
受
け
て
、
僅
に
名
ば
か
の
の
國
子
監

な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
宮
吏
の
子
弟
を
教
育
す
る
機
驕
に
な
っ
て

み
た
。
建
物
も
あ
り
、
教
官
も
揃
っ
て
贋
り
、
學
生
も
あ
る
の
だ

が
こ
の
墨
生
は
、
日
向
に
學
校
へ
顧
て
來
な
い
。
忙
中
に
朝
廷
に

科
學
が
あ
る
ε
國
子
監
で
は
地
方
ざ
は
別
に
解
試
を
行
っ
て
、
三

生
に
進
ん
で
三
面
を
受
る
資
格
を
輿
へ
る
。
つ
ま
り
國
子
監
は
、

府
州
、
こ
同
じ
や
う
に
、
若
、
干
の
解
額
を
與
へ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ

①る
。
そ
れ
で
解
試
の
あ
る
時
に
な
る
一
こ
、
急
に
互
生
か
，
ご
や
く

、
こ
四
方
か
ら
集
っ
て
上
る
。
今
迄
入
駁
し
て
み
な
い
者
で
も
急
に

入
門
試
駿
を
受
け
て
斜
生
の
粛
白
を
得
て
笹
島
へ
嵐
る
の
で
、
此

時
は
畢
校
が
満
員
で
あ
る
。
墨
壷
に
は
審
宿
舎
が
あ
る
が
、
梁
塵

も
満
員
の
盛
況
を
呈
す
る
。
併
し
元
來
の
目
的
が
頭
並
を
受
け
る

に
あ
る
の
で
、
其
試
験
が
濟
ん
で
了
ふ
ミ
、
更
生
は
さ
つ
さ
ミ
飾

っ
て
墨
校
は
再
び
ガ
ラ
清
き
に
な
る
つ
つ
ま
O
再
校
は
受
験
者
に

利
用
さ
れ
る
の
で
，
此
で
は
い
か
ぬ
か
ら
監
生
の
拠
鋏
を
取
っ

て
出
席
五
百
日
に
及
ば
ぬ
者
は
解
試
を
受
け
さ
せ
な
い
こ
ぐ
」
に
し

や
う
な
堕
ご
云
ふ
議
論
も
出
て
、
一
度
實
行
し
か
け
た
が
間
も
な
く

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
一
號
　
　
　
受
入

　
　
　
　
　
②

止
め
に
な
っ
た
G
宋
の
四
代
に
仁
宗
は
墨
問
好
き
な
天
子
だ
つ
た

’
の
で
、
今
迄
の
國
子
監
を
籏
戯
し
て
太
笛
を
つ
く
り
、
墨
生
に
本

氣
に
勉
強
さ
せ
よ
う
ミ
思
っ
た
。

　
當
隣
宋
は
建
國
富
盛
八
＋
年
も
た
ち
、
長
く
李
和
が
綾
い
た
の

で
、
民
間
に
も
向
學
の
士
風
が
起
り
、
彼
方
此
方
に
私
塾
が
出
來

ま
た
公
立
の
府
州
學
な
さ
も
轟
來
た
。
鷹
山
の
白
鹿
洞
は
南
盛
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

代
か
ら
あ
っ
て
私
塾
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
大
中
群
符
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

〔
西
紀
一
〇
〇
九
〕
癒
天
府
書
院
が
出
寝
て
、
之
が
豆
州
墨
の
臆
矢

だ
、
こ
い
ふ
こ
ぐ
」
で
あ
る
。
此
等
の
地
方
墨
校
は
別
に
政
府
の
定
め

た
學
令
に
よ
っ
て
途
ら
れ
た
ε
い
ふ
の
で
な
く
、
地
方
の
大
官
な

「
ご
に
熱
心
な
入
が
あ
る
『
自
由
に
叢
濃
し
て
み
た
の
で
、
何
れ

も
榮
枯
盛
衰
常
な
く
．
府
州
學
ミ
難
も
矢
張
私
塾
の
盤
質
を
有
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
盛
代
三
校
教
育
の
上
に
見
逃
す
こ
ぐ
」
の
出
來
ぬ
の
は
、
鴬
声
殊

に
盛
時
民
間
に
最
も
流
行
し
た
輝
宗
の
影
響
で
あ
る
。
論
宗
の
寺

に
は
清
規
ミ
い
ふ
も
の
が
あ
っ
て
場
多
数
櫓
徒
が
重
岡
生
活
を
螢

む
上
に
、
遥
々
た
る
秩
序
を
保
た
せ
、
日
常
生
活
の
規
矩
藥
縄
を

示
し
て
み
る
が
㌔
．
學
校
の
方
に
は
未
だ
斯
う
い
ふ
も
の
が
な
か
つ

（98）



裳ひ

ｹ
し
多
勢
の
羅
生
を
集
め
て
教
育
し
，
其
成
績
を
畢
け
よ
う

ミ
す
る
に
は
、
是
非
一
定
の
規
鋼
を
設
け
て
，
之
に
從
っ
て
規
律

あ
る
生
活
を
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
常
時
の
敏
育
家
も
次
第
に
そ
れ

に
氣
が
つ
い
て
來
た
。

　
仁
宗
の
天
聖
五
年
の
頃
、
橿
密
副
使
の
曼
殊
が
罷
め
て
知
慮
天

府
ミ
な
っ
た
博
，
有
名
な
萢
仲
海
を
智
慮
の
黒
黒
に
聰
し
た
。
そ

こ
で
萢
魯
掩
は
講
課
を
定
め
て
生
徒
に
守
ら
せ
、
且
時
々
自
ら
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

宿
舎
を
見
ま
わ
っ
て
嚴
重
に
働
難
し
た
。
男
鹿
滝
は
後
に
中
央
政

鷹
に
入
っ
て
二
黒
政
事
に
な
っ
た
入
で
あ
る
が
、
屡
上
官
ミ
衝
突

し
て
地
方
廻
り
を
さ
せ
ら
れ
た
。
黒
革
の
熟
懇
知
蘇
州
ざ
な
っ
た

事
が
あ
っ
た
が
、
勢
威
で
州
學
を
建
設
し
て
、
そ
の
教
授
に
翻
暖

を
蒸
し
た
。
こ
の
胡
瑳
、
安
定
先
勢
ミ
い
は
る
・
入
が
宋
一
代
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

育
家
の
元
観
で
あ
る
が
、
始
め
て
藥
親
－
こ
い
ふ
も
の
を
立
て
、
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

則
だ
つ
た
教
育
を
行
っ
た
。
後
に
湖
贈
の
教
授
、
こ
な
り
、
黙
義
齋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

望
事
齋
ミ
い
ふ
窃
宿
舎
を
設
け
て
特
殊
な
職
業
教
育
を
授
け
、
大

い
に
成
績
を
羅
け
て
之
が
天
下
の
評
判
ミ
な
っ
た
の
で
、
慶
暦
四

年
〔
酉
紀
一
〇
四
四
〕
朝
廷
で
大
墨
を
建
て
る
、
こ
其
模
範
を
臥
具
の

湖
州
の
墨
に
ε
つ
た
。
や
が
て
胡
瑳
も
召
さ
れ
て
國
子
直
講
〔
國

　
　
　
　
宋
代
の
太
避
止
鑑
活
（
上
）
　
（
宮
崎
）

子
監
を
太
學
ミ
し
た
後
も
、
其
教
官
を
暫
く
は
國
子
直
講
ざ
沸
し

た
〕
ミ
な
り
濃
墨
生
の
教
育
に
前
事
し
た
。
そ
れ
で
威
容
に
も
胡

蜂
の
手
に
な
っ
た
學
規
が
行
は
れ
る
こ
ε
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が

抑
も
こ
の
學
規
な
る
も
の
が
、
藤
宗
の
清
規
を
眞
劔
た
も
の
で
あ

る
こ
ミ
は
疑
を
容
れ
ぬ
。

　
斯
く
し
て
濃
墨
の
外
形
も
整
ひ
、
當
時
敏
官
に
は
強
悪
の
外
に

孫
復
ミ
か
、
石
介
な
¶
こ
い
ふ
有
名
な
墨
者
が
居
っ
た
の
で
、
段
々

・
隆
盛
に
赴
い
た
が
、
こ
の
忍
笑
は
純
然
た
る
教
育
機
窓
に
止
ま
っ

て
遺
言
の
意
味
書
し
て
み
な
い
・
李
は
之
生
大
書
樋

、
こ
養
し
た
が
，
そ
の
黙
り
王
立
の
纏
墨
研
究
所
で
あ
っ
九
。
そ
れ

が
瀞
宗
の
時
、
王
安
石
が
矯
ゐ
ら
れ
て
宰
相
ざ
な
る
や
，
太
畢
の

大
搬
張
を
行
ひ
、
同
隠
に
之
に
政
治
的
使
命
を
賦
製
し
た
。
翻
ち

此
迄
は
太
學
は
士
を
養
ふ
急
激
で
あ
っ
て
士
を
取
る
機
翼
で
は
な

い
。
士
を
取
る
に
は
笹
野
以
外
科
爆
に
糠
っ
て
み
る
。
併
し
科
羅

は
只
墨
の
深
淺
、
交
の
巧
拙
を
見
る
こ
ミ
が
撫
來
る
だ
け
で
、
其

人
物
如
何
は
知
る
こ
ミ
が
礁
湖
ぬ
。
藝
は
｝
日
に
し
て
校
す
可
き

も
、
行
は
一
朝
に
し
て
知
る
可
か
ら
す
。
さ
れ
ば
養
士
ε
取
士
ミ

を
同
一
の
機
会
で
行
っ
て
、
學
周
人
物
共
に
優
秀
な
る
者
を
、
官

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
魯
　
　
餓
ザ
一
號
　
　
　
　
九
九

（9q．　）



　
　
　
　
朱
代
の
太
學
生
生
活
（
上
）
　
（
密
瞭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

吏
に
探
繁
し
よ
う
ミ
い
ふ
の
が
王
安
翌
年
來
の
持
論
で
あ
っ
た
ハ
、

そ
こ
で
煕
寧
元
年
〔
西
暦
皿
〇
六
八
〕
太
墨
を
鑛
些
し
て
、
定
員
を

回
し
、
之
を
上
舎
百
入
、
内
愈
二
百
人
、
外
遊
六
百
人
に
分
ち
、

試
験
に
よ
つ
て
外
舎
か
ら
内
舎
へ
、
内
舎
か
ら
上
舎
へ
進
級
さ
せ

且
つ
成
績
の
よ
い
春
は
科
暴
に
よ
ら
す
に
、
直
接
學
校
か
ら
宜
吏

に
任
命
す
る
こ
く
ζ
し
た
。
之
が
王
安
石
の
三
舎
の
法
、
或
は
躍

に
舎
法
ε
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
此
に
於
て
太
學
は
管
簾
か
ら

離
れ
て
も
、
夫
自
身
に
猫
立
し
た
意
義
を
有
す
る
革
威
あ
る
宮
立

華
校
ミ
な
り
、
同
隠
に
政
治
的
意
味
を
帯
び
て
來
た
。

　
三
舎
法
は
元
鮪
中
、
奮
法
窯
が
政
樺
を
得
た
時
代
、
…
延
慶
比

さ
れ
た
が
、
其
後
新
法
窯
の
時
代
に
復
活
さ
れ
警
句
宗
の
時
代
な

嚇
ご
は
前
に
も
聡
し
て
奨
働
さ
れ
、
太
養
生
の
撒
も
外
奮
三
千
、
内

舎
六
｝
臼
、
卜
皿
舎
二
百
－
こ
定
め
3
り
れ
、
軍
職
に
｝
二
二
法
ゆ
ぜ
地
方
一
に
も
及

ぼ
し
て
、
州
學
、
縣
墨
を
地
方
に
建
て
、
何
れ
も
三
舎
法
を
行
ひ

縣
畢
か
ら
州
墨
に
期
せ
、
州
學
か
ら
太
畢
に
上
せ
、
丁
度
現
今
の

教
育
組
織
ミ
殆
，
ご
愛
ら
な
い
制
度
を
立
て
た
。
そ
の
爲
に
全
く
科

畢
を
慶
し
て
、
官
吏
は
凡
て
學
校
出
身
者
を
用
ひ
や
フ
ミ
試
み
、
之

慧
嘗
て
池
仲
掩
や
、
王
安
石
の
理
想
ε
し
て
み
た
所
で
あ
る
ガ
、

　
　
　
　
　
　
第
十
山
脚
艦
匂
　
第
一
號
　
　
　
憎
0
0

一
時
實
現
し
か
け
た
の
で
あ
る
ρ
但
し
之
は
恐
ら
く
財
政
難
の
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
途
中
で
慶
止
に
な
り
、
只
太
墨
に
だ
け
蕉
通
り
に
三
舎
法
を
行

ふ
こ
、
こ
に
し
て
北
宋
の
終
に
至
っ
た
。

・
南
宋
で
は
蕉
法
蕪
系
の
政
治
家
が
勢
力
を
得
て
み
た
の
で
王
安

石
の
新
法
は
大
抵
慶
止
さ
れ
た
が
、
只
役
法
－
こ
三
舎
法
は
相
終
ら

す
、
南
宋
の
亡
び
る
迄
曳
い
た
。
之
は
何
等
か
の
鮎
で
年
時
の
鮭

會
歌
態
に
適
合
し
た
所
で
あ
る
爲
で
、
恐
ら
く
は
北
宋
頃
か
ら
漱

會
に
興
起
し
た
士
大
夫
階
級
の
勢
力
確
立
ミ
密
接
な
關
係
が
あ
る

の
で
あ
ら
う
。
賊
乱
暁
代
に
は
時
に
よ
っ
て
喰
減
あ
る
が
三
舎
を

合
し
て
概
ね
、
八
百
入
が
實
際
の
入
数
で
あ
っ
た
．
、

　
支
那
雁
代
の
車
で
太
學
の
盛
な
時
は
難
壁
を
隠
し
、
漢
は
太
學

二
百
四
十
鍔
、
千
八
百
歓
室
，
生
徒
三
萬
人
、
唐
も
墨
余
千
二
百

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

間
－
こ
言
は
れ
る
が
、
其
盛
時
は
至
っ
て
短
か
く
、
海
千
法
も
な
い

宋
直
後
、
明
清
の
國
子
監
は
太
、
學
に
相
當
す
る
も
の
で
、
規
則
を

見
る
ぐ
二
久
、
三
法
に
相
識
山
ノ
・
る
も
の
も
あ
る
が
、
實
際
に
は
行
は

　
　
　
　
　
　
⑬

れ
て
居
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
時
に
断
綾
は
あ
っ
て
も
，
兎
も

角
前
後
二
百
年
も
の
間
歴
ミ
し
た
太
墨
が
あ
り
、
舎
法
が
行
は
れ

て
，
常
に
「
、
二
千
年
も
の
藥
生
が
集
っ
て
、
寄
宿
愈
杢
諾
々
し

（ユCO）



て
る
た
の
は
宋
代
だ
け
で
あ
る
、
．

　
　
設
・

①
聖
慮
麟
「
玉
海
」
巷
…
…
二
Q
建
隆
頭
書
國
子
監
の
條
、
天
聖
七
年
入
月

　
甲
午
。
翻
。
國
子
監
）
以
五
十
人
爲
解
額
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

②
「
宋
吏
」
巻
「
五
七
Q
選
暴
志
三
）
天
章
日
曜
寒
暖
洪
需
。
國
子
監
Q
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
科
白
遺
墨
。
詐
品
官
製
。
投
欺
試
藝
。
葦
辺
議
題
丈
・
太
學
・
認
諾
三
館

．
撃
盃
。
多
出
千
絵
蕊
試
。
試
濃
霧
血
徒
散
灘
。
講
官
侍
席
。
倶
爲
遊
寓

　
之
駈
9
殊
無
雛
智
之
法
。
屠
常
耳
語
潜
Q
　
一
二
十
人
爾
Q
廼
限
在
庫
満

　
五
百
日
Q
蕪
已
営
充
貢
者
Q
庄
百
B
o
本
授
官
庫
其
者
。
京
朝
宜
保
任

　
始
預
秋
試
。
毎
十
人
與
解
。
〔
中
略
し
後
諌
宮
余
靖
。
極
言
非
便
。
遽
罷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
驚
讃
日
限
。
此
ば
慶
暦
年
間
の
こ
書
で
あ
る
。
投
歌
二
字
。
殿
主
に
役

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
然
ぜ
あ
る
に
誤
。
王
濠
た
王
証
書
あ
る
も
談
Q
今
「
岡
講
集
威
」
の
引
用

　
丈
に
よ
り
て
改
め
表
Q

③
「
直
話
競
落
」
巷
四
六
〇
藩
校
考
七
〇
太
藺
難
壁
二
年
。
電
鍍
州
周
蓮
言

　
瞳
肉
白
鹿
洞
。
學
徒
常
数
千
百
人
。
乞
賜
九
四
至
適
ゆ
認
輪
重
監
墨
隈
。

　
砺
傳
逡
之
。
先
輩
南
子
壷
元
中
Q
白
鹿
洞
穴
學
館
。
以
本
道
爲
法
主
。

　
畢
其
教
授
。

　
楊
丈
公
談
苑
り
江
州
鷹
山
白
鹿
洞
Q
李
氏
日
常
聚
書
籍
Q
藁
筆
裸
四
方

　
之
學
考
。
有
善
田
徽
十
項
黒
影
。
選
黒
影
煮
麺
冠
者
。
二
面
他
官
。
領

　
洞
纂
。
以
職
教
授
Q
自
認
爾
北
。
爲
著
者
丁
丁
焉
Q
常
不
下
数
百
人
。

　
癬
庭
艘
、
給
。
太
欝
欝
醐
初
。
洞
主
明
趨
議
、
以
田
島
官
。
告
解
徒
籍
。

　
得
察
州
褒
信
稔
り
既
乏
供
醜
。
墨
徒
日
散
Q
室
瞳
蟹
壌
Q
因
而
…
搬
焉
り

　
〔
豊
灘
朝
｛
事
轡
繍
歎
苑
豊
山
ハ
一
〕
又
「
然
”
齋
三
筆
し
巻
雲
謬
照
…
）

朱
代
の
太
學
生
生
漉
（
上
）
　
（
宮
崎
）

①
朱
洪
魑
「
容
齋
三
筆
」
谷
五
。
贈
駆
書
院
の
際
、
大
申
鮮
符
二
年
。
慰
天

　
府
民
暫
誠
Q
即
楚
丘
戚
同
丈
蕉
居
。
輩
含
百
五
十
間
Q
聚
書
数
千
巻
。

　
搏
莚
輩
徒
り
講
智
甚
盛
。
府
湊
其
事
Q
認
二
酉
碍
鰹
天
府
書
院
。
命
奉

　
禮
酪
戚
舜
箕
主
之
。
伍
心
墨
府
幕
職
官
提
墨
。
以
誠
爲
府
助
教
。
座
興

　
天
下
州
府
有
學
。
自
懸
垂
。

⑤
「
皇
朝
野
掛
類
苑
し
巷
九
。
竪
文
箆
の
條
。
婁
丞
相
。
留
寄
南
京
。
仲
海

　
遭
母
憂
。
禽
屠
龍
下
。
屡
公
零
落
府
學
。
仲
無
常
宿
墨
中
。
訓
督
學
者

　
皆
有
法
度
。
時
勢
恭
謹
り
以
勇
先
之
。
夜
課
諸
生
讃
書
。
疲
食
盛
立
暗

　
刻
。
寂
々
潜
釜
齋
含
量
之
。
見
膚
先
下
着
諮
之
。
其
人
給
云
。
〔
中
略
〕

　
不
能
欝
。
乃
溺
之
。

⑥
丁
蜜
書
輯
。
「
安
定
言
行
錐
」
巻
下
。
弟
子
第
四
。
面
面
稽
。
〔
巾
略
〕
文

　
正
公
守
蘇
州
。
首
建
郡
學
。
聴
胡
光
血
豆
師
。
立
學
規
良
密
。
生
徒
鍛

　
百
。
多
不
蛮
・
教
。
丈
正
患
之
Q
暗
純
佑
街
未
冠
。
面
白
入
學
。
歯
諮
生

　
之
末
。
盤
行
其
道
。
諸
藩
碁
立
。
遽
不
慮
犯
。
〔
萢
天
成
公
家
傳
〕

⑦
「
安
定
言
行
簸
」
巷
上
。
傳
誌
第
一
。
規
範
第
二
。
疹
照
り

⑤
「
朱
子
語
顛
」
饗
一
〇
九
。
可
撃
日
。
調
帯
未
立
三
會
葡
。
薄
墨
恋
盛
。
．

　
日
畠
氏
家
塾
雛
云
。
未
立
三
舎
前
。
太
鍬
’
只
是
一
大
書
・
曾
。
當
蒔
導
引

　
明
復
り
胡
安
定
之
流
Q
人
如
侮
不
彪
慕
。

⑨
「
玉
章
」
巻
一
一
二
。
元
豊
議
事
三
余
法
の
條
。
元
鵬
二
年
産
潟
二
十
九

　
鱒
。
詔
定
太
市
條
網
〇
十
ご
月
十
入
日
Q
中
丞
李
定
等
言
。
同
誌
以
一

　
肩
校
。
行
鼻
歴
尊
爵
不
可
孜
。
今
酌
周
年
書
。
孜
賓
興
之
意
。
轟
轟
學

　
三
謹
選
察
脅
威
之
法
Q
上
國
子
濫
勅
式
令
。
謬
論
令
最
強
四
十
條
。
詔

　
行
之
。
既
に
李
定
器
の
言
ミ
な
っ
て
み
ろ
が
王
安
石
の
代
辮
に
過
ぎ
ぬ

第
十
六
谷
　
　
轄
堀
一
旗

｝
O
一

（IOI）



朱
幾
の
太
墨
生
盈
漉
（
上
）
　
（
華
華
）

⑩
宋
毒
，
如
露
「
由
堂
考
索
」
後
露
霜
二
七
Q
學
鋼
。
大
観
二
年
五
趨
庚
戊
り

　
提
繕
・
倉
皇
南
路
飯
事
路
璃
嘗
。
臣
膀
領
八
州
三
十
・
絵
縣
。
此
懸
路
最
爲

　
偏
小
。
管
學
奮
。
乃
至
二
千
三
百
鈴
麗
。
敏
野
南
徒
三
千
二
百
新
人
。

　
購
攣
田
露
座
O
歳
牧
銭
芝
山
ハ
萬
｝
｝
コ
†
餓
榊
累
石
O
切
甜
訂
諸
藩
含
小
鴫
徒
O
鶏

　
蒔
銭
解
之
数
。
侮
翅
撒
百
萬
Q
隠
蟹
窮
命
来
有
也
。

　
之
に
附
而
し
て
色
々
の
弊
簿
も
趣
つ
糞
O
阿
書
巻
二
入
O
畢
法
O
崇
簸

　
五
年
七
月
寧
辰
Q
詔
。
州
二
面
學
養
士
。
訪
開
翔
縣
官
寅
。
井
頑
潮
脚
糠

　
爲
姦
Q
下
行
牧
買
飲
食
什
物
。
減
刻
侵
歎
。
騒
擾
人
戸
。
難
興
供
辮
。

　
細
畏
受
弊
。
、
〔
申
略
〕
線
學
纂
登
科
醜
蕩
蕩
。
及
下
行
買
萱
考
。
徒
二
年

　
老
人
公
人
。
配
慮
塁
9
圃
両
乞
取
跳
。
輕
〔
？
〕
前
諾
此
。

⑧
朱
李
心
傳
「
建
炎
丁
寧
朝
野
雑
記
」
南
至
巷
一
三
。
太
頭
蓋
士
数
の
條
謬

　
照
。

⑫
「
交
厭
趣
考
」
巻
四
二
〇
墨
一
校
考
三
Q
（
慶
謄
〕
閤
年
。
判
國
子
監
論
叢
辰

　
轄
欝
。
首
善
縁
京
師
。
漢
太
學
ご
百
四
十
房
。
千
八
百
鹸
室
。
生
徒
三

　
萬
人
。
唐
學
含
亦
千
二
百
問
。
今
國
子
監
9
オ
ニ
百
櫨
。
不
足
以
南
畢
癒
。

◎
按
鴫
ン
る
に
瀧
が
F
血
紅
・
二
百
丹
鱗
十
房
一
竃
々
虐
穂
ぜ
ら
る
」
い
μ
順
帝
・
氷
建
両
ハ

　
年
〔
西
祀
＝
二
じ
の
擬
張
な
行
ひ
、
漸
く
に
し
て
太
學
生
三
萬
人
に
及

　
ん
だ
ミ
い
ふ
が
、
〔
質
帝
本
劔
元
年
酉
紀
一
四
山
ハ
〕
祖
帝
の
延
蕪
九
年
〔
酉

　
佃
麗
一
轟
畠
山
ハ
）
に
レ
μ
醐
兄
㈱
鋼
が
趨
り
、
鍛
乱
序
囎
・
単
一
兀
年
〔
西
紀
一
八
四
」
に
に

黄
串
の
賊
が
峰
超
し
て
天
下
大
壁
に
隔
つ
六
の
で
、
太
學
の
盛
時
ば
撒

　
志
一
年
秘
燦
で
力
畢
い
O
仏
恩
μ
太
ウ
軍
の
貞
㎜
概
Ω
幽
紀
山
ハ
ニ
七
－
山
ハ
M
四
↓
ル
〕
の
關
測

　
撃
含
千
二
百
輝
、
煮
焼
八
千
適
量
ミ
あ
る
が
、
冊
三
元
蟻
巻
六
〇
四
Q

　
甲
子
短
め
期
天
武
后
◎
光
宅
元
年
〔
洒
紀
六
入
四
4
の
上
奏
に
よ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
第
圭
今
山
腰
巻
　
　
餓
躍
　
號
　
　
　
一
∩
V
二

　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
り

　
國
獄
太
墨
之
魔
Q
積
歳
匁
久
夷
。
畢
堂
荒
織
。
略
無
入
趣
。
定
あ
っ
て

　
其
盛
臨
も
僅
々
毅
十
年
に
止
ま
ろ
。
玄
宗
の
時
復
振
興
さ
れ
穴
が
、
問

　
も
な
く
安
緑
肉
の
翫
で
學
校
こ
こ
ろ
で
な
く
な
つ
六
〇

⑱
麟
一
で
、
に
乱
A
伽
羅
の
洪
武
十
六
年
〔
需
闘
紀
｝
…
陥
入
三
〕
國
予
睡
岨
血
…
二
等
高
下
の

　
法
な
宛
め
穴
の
に
、
宋
の
三
瀬
法
な
眞
似
力
も
の
で
あ
る
が
、
何
時
の

間
に
か
以
れ
て
し
ま
つ
六
。
大
政
配
に
語
部
主
事
李
賢
の
上
言
虐
し
て

　
國
雀
建
都
北
京
以
來
。
太
雄
日
就
膜
弛
Q
滴
々
ミ
あ
り
、
歌
合
濾
挙
略

　
に
、
先
獄
窓
都
北
京
。
醐
子
監
蒲
順
天
府
議
之
蕪
。
百
事
霊
跡
。
敏
戒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
居
養
直
道
鹸
。
三
士
維
屠
管
巷
。
〔
大
政
翻
、
古
今
治
亭
略
に
壁
書
錐
成
、

　
選
畢
典
｝
五
の
引
屠
に
よ
る
〕
ミ
あ
れ
ば
、
禽
法
の
破
壌
さ
れ
乳
の
に

　
永
承
帝
の
牝
京
二
男
以
後
で
あ
ら
う
。
正
統
中
〔
顕
紀
一
購
三
六
－
一

　
四
四
九
〕
國
子
監
の
改
築
た
行
っ
て
、
齋
會
た
も
澄
つ
糞
が
、
葉
横
の

　
闘
堀
資
野
州
巻
八
五
〇
三
地
貫
並
陪
一
議
に
、
今
〔
酉
伽
概
「
五
（
ハ
ニ
ー
…
五
七
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
成
均
滋
養
観
法
不
具
。
凋
令
以
資
歴
待
選
弼
巳
。
非
復
如
古
之
憲
法
。

　
定
あ
ろ
の
を
見
れ
ば
、
明
代
に
に
隠
に
含
量
の
や
う
な
纂
が
行
に
れ
か

　
け
て
も
、
忽
ち
に
有
名
無
蜜
に
な
っ
て
了
つ
衷
や
う
で
あ
ろ
。

二
三
含
の
法

　
そ
れ
で
宋
代
朝
煙
の
特
長
ミ
な
る
も
の
は
三
舎
の
法
で
あ
，
る
か

ら
、
少
し
く
立
入
っ
て
之
が
解
論
を
試
み
た
い
。
國
子
騰
時
代
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
監
生
の
定
員
ミ
い
ふ
も
の
は
無
か
っ
た
。
慶
暦
四
年
〔
西
紀
｝

〇
四
四
〕
太
墨
を
建
て
、
内
舎
生
二
百
入
の
額
を
定
め
た
。
内
金

（102）



生
ε
い
ふ
の
は
太
學
の
齋
舎
〔
寄
宿
舎
〕
に
入
っ
て
宮
畳
で
給
養
を

受
け
る
笹
生
を
云
ふ
の
で
、
此
外
に
聴
講
生
が
あ
っ
て
外
矯
正
ご

爾
し
、
捌
に
額
は
設
け
な
か
っ
た
が
、
後
に
外
舎
生
の
人
員
を
も

定
め
て
、
内
外
合
せ
て
六
百
人
S
し
〔
嘉
砧
三
年
西
紀
嚇
〇
五
八
〕

次
で
紳
宋
の
熈
寧
元
年
〔
西
紀
一
〇
六
八
〕
内
舎
生
の
上
に
、
更
に

上
記
生
百
人
を
設
け
，
外
舎
も
六
百
人
に
額
を
黒
し
、
此
に
馬
蝉

〔
豫
科
〕
内
舎
〔
本
科
〕
上
露
〔
研
究
科
〕
の
三
階
段
、
所
謂
三
舎
の
法

が
鵡
來
上
っ
た
。

　
元
豊
二
年
〔
翼
廊
↓
〇
七
九
〕
再
び
太
學
の
大
喪
張
を
行
っ
て
、

外
舎
生
二
千
人
、
内
舎
生
三
百
人
、
上
金
生
百
人
ミ
定
め
、
八
十

棟
の
齋
舎
を
作
り
、
三
十
人
宛
を
宿
泊
さ
し
て
都
合
二
千
四
百
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
全
部
牧
節
す
る
こ
ミ
に
し
た
。
此
で
外
愚
生
〔
寮
外
通
初
生
〕
・
こ

い
．
勘
意
味
は
な
く
な
つ
允
の
で
あ
る
が
、
相
攣
ら
す
用
み
て
豫
科

生
を
よ
ぶ
こ
ε
に
し
た
。
同
時
に
身
命
も
獲
席
さ
π
て
三
舎
法
は

完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
哲
宗
の
元
畜
年
間
〔
西
紀
一
〇
八
六
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

一
〇
九
三
〕
一
時
三
舎
法
が
慶
止
さ
れ
、
次
に
徽
宗
の
階
、
太
學

の
外
舎
を
鐸
雍
－
し
名
づ
け
て
外
に
移
し
、
嗣
時
に
額
を
三
千
入
に

増
し
百
齋
，
一
千
八
百
七
十
二
橿
を
逡
っ
て
之
を
書
幅
し
た
が
、

　
　
　
　
朱
代
の
太
撃
生
生
活
（
上
）
　
（
富
崎
）

聞
も
な
く
慶
止
し
て
結
昼
戴
の
稿
に
戻
つ
㌔
・
南
宋
の
太

墨
も
枝
葉
の
黙
に
於
て
は
改
正
さ
れ
た
所
も
あ
る
が
、
根
本
の
趣

旨
に
は
攣
り
が
な
い
。

　
太
畢
に
入
る
に
は
先
づ
補
試
〔
入
墨
試
験
〕
を
受
け
ね
ば
な
ら

ぬ
。
受
験
資
絡
は
原
則
一
こ
し
て
は
州
學
に
唱
定
年
限
在
學
す
る
を

要
し
、
州
か
ら
公
糠
〔
詮
明
書
〕
を
貰
っ
て
來
る
。
補
試
に
は
、
時

の
政
麿
の
意
見
に
よ
っ
て
、
混
補
を
行
ふ
時
ε
、
待
補
を
行
ふ
隙

　
　
⑥

が
あ
る
。
混
補
ミ
は
前
蓮
以
上
に
受
瞼
費
格
を
波
野
せ
す
に
、
誰

で
も
都
に
來
っ
て
試
験
を
受
け
さ
せ
る
こ
ε
を
云
ひ
、
待
補
ε
は

受
験
者
藪
を
制
限
す
る
爲
に
、
各
州
か
ら
受
験
に
出
る
者
を
、
其

州
に
於
る
解
試
終
場
人
〔
解
試
通
過
者
、
通
過
者
に
て
も
解
額
以

上
に
拙
た
る
者
は
省
試
受
験
資
格
を
與
へ
ら
れ
ぬ
。
懸
船
は
政
府

の
法
穣
に
て
定
め
し
も
の
、
終
墨
入
の
撒
は
地
方
文
化
の
程
度
を

示
す
〕
の
百
【
分
の
三
乃
月
至
六
ミ
山
疋
め
る
を
云
ふ
〇
一
側
れ
に
も
せ
よ
、

補
試
に
合
格
す
れ
ば
、
州
よ
り
の
公
櫨
を
起
し
た
る
後
、
先
づ
外

禽
生
ミ
し
て
齋
〔
審
宿
舎
〕
に
入
れ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
齋
に
は
誤
長
，
齋
諭
が
あ
っ
て
、
之
は
何
れ
も
上
級
崖
で
あ
る

夫
々
の
齋
に
よ
っ
て
專
攻
科
目
が
定
ま
り
、
何
齋
は
詩
、
何
齋
は
書

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
翫
窟
　
第
一
鞭
｝
　
　
一
〇
三

（le3　）



　
　
　
　
朱
機
の
太
犀
盗
盆
活
（
上
）
（
富
崎
）

ミ
い
ふ
風
に
分
れ
て
，
各
々
不
朽
の
敏
宮
、
邸
ち
樽
士
に
つ
い
て

專
訂
す
る
。
但
し
諸
生
は
直
接
博
士
か
ら
授
業
を
受
け
す
に
別
に

　
⑧

學
論
、
こ
い
ふ
者
が
あ
っ
て
、
之
が
売
生
ω
講
義
を
聞
い
て
來
て
、

蓄
音
機
の
や
う
に
一
般
雨
露
に
徳
へ
る
の
で
あ
る
◎

　
試
鹸
は
年
中
休
み
な
し
に
あ
る
。
侮
勝
田
に
一
度
行
は
れ
る
の

　
⑨

を
課
S
い
ふ
。
三
旬
三
の
日
の
晩
墨
壷
が
塾
長
、
齋
識
を
集
め
て

二
合
を
患
し
、
齋
長
論
か
ら
一
般
無
生
に
擁
蓬
さ
れ
、
翌
日
答
案

を
提
幽
す
る
。
初
旬
は
纏
義
、
中
旬
は
論
、
下
旬
は
策
ミ
定
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

み
る
。
盛
塩
の
終
に
私
試
が
あ
っ
て
、
之
も
孟
月
繹
義
、
中
月
論

季
下
策
で
あ
る
。
一
年
に
一
度
。
r
公
試
〔
學
年
試
瞼
〕
が
あ
っ
て
、

此
時
は
二
七
に
分
ち
、
経
義
ミ
論
策
を
試
み
る
。
此
等
が
凡
て
學

科
鋤
・
こ
な
る
も
の
で
，
之
を
校
藝
ミ
い
ふ
。
郭
外
に
毎
月
、
弓
長

論
か
舎
尭
の
品
行
を
検
べ
て
三
三
に
提
出
す
る
の
で
、
之
を
積
行

「
こ
い
ひ
操
行
瓢
に
な
る
。
三
者
を
合
せ
て
三
校
、
師
ち
李
常
鮎
が

回
る
の
で
由
鷹
泊
の
二
等
が
及
第
鮎
で
あ
り
、
出
凝
る
順
か
ら
内

舎
生
に
涯
級
せ
し
め
る
。
若
し
濁
り
成
績
か
悪
け
れ
ば
退
舎
〔
退

學
〕
さ
せ
ら
れ
る
。

　
内
舎
生
に
な
る
・
こ
試
験
が
大
分
樂
に
な
っ
て
、
私
試
若
く
は
公

　
　
　
　
　
　
循
曙
十
山
ハ
巻
　
　
第
、
轡
號
　
　
　
滑
〇
四
丹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

試
の
一
方
だ
け
憂
け
れ
ば
よ
い
こ
ε
に
な
り
、
之
が
準
常
の
三
門

黙
に
な
る
〇
二
年
に
一
度
、
舎
試
〔
卒
業
試
験
〕
ε
い
ふ
重
い
試
験

が
あ
っ
て
、
此
酵
は
學
校
の
教
官
が
關
係
せ
す
、
政
府
か
ら
特
別

に
試
鹸
官
を
派
如
し
て
、
丁
度
仁
摩
の
省
試
の
法
の
如
く
で
あ

＠る
。
及
第
鮎
は
矢
張
優
越
二
等
に
分
れ
て
、
李
法
音
ε
合
せ
て
其

人
の
藩
命
が
決
定
さ
れ
る
。

　
若
し
弓
取
ミ
舎
試
－
こ
が
共
に
優
な
れ
ば
蒼
蝿
繹
褐
ミ
い
ひ
，
墨

生
か
ら
一
足
ミ
び
に
宮
吏
に
任
命
さ
れ
る
。
そ
の
待
遇
は
科
爆
の

　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
．
　
辱
⑱
．

殿
試
第
「

　
　
　
　
　
若
く
は
二
人
ミ
同
様
で
、
其
人
を
繹
褐
歌
元
ミ
い
ふ

之
は
な
か
ノ
、
六
ケ
し
い
。
一
優
」
李
は
上
會
に
進
級
の
上
、
省

試
を
琵
ぜ
ら
れ
て
、
只
殿
試
だ
け
熱
れ
ば
宜
し
い
．
．
禰
李
、
曳
は

一
優
一
否
は
解
試
を
琵
ぜ
躍
れ
て
、
省
試
を
受
け
る
資
格
を
煎
ハ
へ

ら
れ
る
。

　
　
註

①
「
宋
吏
」
巷
一
六
五
。
職
官
鮮
麗
。
闘
子
監
の
條
。
監
二
五
定
員
。

㊥
「
琴
海
し
巷
一
一
ご
O
畢
校
O
建
隆
雄
修
國
子
監
の
條
Q
煕
寧
元
年
正
月

　
諌
宮
縢
三
等
雷
。
回
暦
太
三
内
舎
生
ご
百
員
。
官
給
食
。
乞
櫓
鐙
。
需

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む

　
於
内
含
生
外
櫓
一
百
員
。
名
四
〔
原
丈
外
に
誤
な
ら
ん
）
含
生
。
奮
捌
補

　
　
試
監
生
晶
ハ
百
人
〇
五
翅
圧
縮
九
百
人
O
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③
④
⑥
「
宋
史
」
巷
一
五
七
Q
月
割
憲
三
。
「
丈
獣
通
考
」
巻
四
二
。
學
校
考

　
三
〇
「
玉
門
」
巷
一
一
ご
。
攣
照
り
「
間
書
集
成
」
選
挙
典
第
十
一
。
學
校

　
部
漿
考
五
〇
馨
峯
照
。

⑥
朱
李
心
傳
「
建
議
以
來
朝
野
難
記
し
甲
集
巻
一
三
Q
太
學
補
試
の
條
Q
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
製
麺
弟
子
員
Q
故
例
毎
歳
科
暴
後
。
朝
廷
差
官
鎭
院
。
凡
四
方
総
入
Q

　
砦
得
就
試
Q
取
合
格
看
装
入
。
謂
之
二
野
Q
淳
冊
…
後
）
朝
議
以
就
試
看
衆
。

　
欲
爲
之
限
湖
。
乃
立
待
補
之
法
Q
諸
路
溜
司
及
州
軍
。
皆
図
解
試
終
揚

　
人
数
嫌
悪
Q
毎
百
人
取
六
人
。
評
赴
測
試
。
既
に
暴
人
定
い
ふ
の
ば
漠

　
然
た
る
言
ひ
方
で
あ
る
が
、
「
宋
即
し
巻
一
五
七
〇
選
墨
型
三
〇
〔
紹
興
〕

　
十
三
年
兵
事
穂
纂
Q
始
建
太
學
。
〔
中
略
〕
凡
諦
道
佳
話
碧
潭
。
溝
一
年

　
口
試
申
選
Q
不
犯
第
三
尊
以
上
罰
〔
中
略
〕
者
。
確
充
弟
子
員
Q
又
績
い

　
て
。
宮
中
興
以
來
。
四
方
賢
士
Q
有
本
貫
在
學
公
櫨
。
皆
得
垣
下
。
ぜ

　
あ
る
な
指
す
も
の
ら
し
く
、
北
朱
時
代
も
岡
様
で
あ
っ
六
ら
う
Q

⑦
「
宋
史
」
巻
一
山
ハ
五
〇
肺
職
官
出
跡
四
〇
闘
留
十
融
凪
の
條
O
凡
一
八
十
齋
O
齋
羅
長

　
論
各
一
人
。
掌
表
傘
齋
生
。
凡
庚
規
矩
者
。
剥
以
齋
規
五
等
之
罰
）
傍

　
月
考
齋
生
行
藝
Q
藩
子
籍
。

⑥
同
Q
學
論
二
十
人
Q
紫
以
所
授
経
。
傅
論
諸
生
。

⑨
⑩
「
宋
吏
」
磐
一
五
七
〇
選
墨
志
三
〇
凡
私
試
。
孟
月
経
義
仲
刃
論
。
季

月
策
。
凡
公
試
Q
初
揚
経
義
。
次
揚
論
策
。
既
に
元
厳
の
制
で
あ
ら
う

　
次
に
課
の
こ
定
に

　
「
山
堂
一
考
索
」
後
集
巷
二
入
。
墨
・
法
の
條
Q
無
興
十
三
年
。
〔
中
略
）
瞬
子

　
司
業
商
開
言
。
〔
中
略
〕
蓋
太
墨
之
法
。
旬
有
課
Q
月
一
周
之
。
冠
有
試

　
季
一
周
之
。
虐
あ
れ
ば
課
も
亦
三
場
に
分
れ
六
の
で
あ
ろ
。
そ
の
や
り

朱
代
の
太
學
生
生
括
（
上
）
　
（
宮
崎
）

　
方
ば
、
阿
じ
所
に
、
元
山
六
年
。
九
刀
戊
子
。
禮
部
効
率
上
欝
。
薩
子

　
監
〔
中
略
〕
。
越
廼
遇
三
日
。
難
論
綴
趨
。
内
日
賦
論
。
評
於
経
史
子
麺

　
出
。
集
〔
齋
〕
言
論
解
臆
〔
説
？
〕
o
麟
齋
〔
占
術
〕
論
諸
生
Q
薬
日
早
食
前

　
偲
納
。
ビ
あ
ろ
が
其
他
の
蒔
代
も
矢
張
阿
様
で
あ
っ
れ
ら
う
。

⑪
宋
周
密
「
癸
辛
雑
識
し
後
輿
。
太
學
の
條
。
内
舎
｝
年
。
無
三
色
試
Q
巳

　
試
公
試
者
。
不
評
赴
私
試
Q
欝
血
私
試
者
。
不
評
赴
公
試
。

⑫
同
書
。

⑬
同
書
。
又
「
船
隊
以
來
朝
野
雑
驚
乞
集
竺
六
。
太
雄
生
校
定
新
湖
の

　
條
に
よ
れ
ば
、
京
都
奮
法
Q
〔
申
略
、
身
分
優
挙
二
等
。
【
積
校
〕
優
等
。

　
再
赴
舎
試
。
又
入
墨
尊
Q
則
継
自
學
官
之
Q
愚
数
與
進
士
第
一
人
等
Q

　
班
謂
羅
褐
歌
元
也
。
又
同
書
。
甲
上
巻
一
三
。
羅
褐
歌
元
中
例
の
條
に

　
よ
れ
ば
、
淳
熈
六
年
に
匡
少
し
く
下
げ
て
》
殿
堂
第
二
人
の
恩
例
為
用

　
ゐ
糞
、
、
ミ
が
見
え
て
み
ろ
。

僧捌

¥
｛
ハ
倦
　
策
一
仙
鵬

一
〇
五
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